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背景と利用目的 

 リチウムイオン二次電池の正極は、活物質と導電助剤、結着材からなる合材

電極として作製される。電極合材の内部や集電体との界面の状態は電池性能に

大きく関与するが、レート特性やサイクル特性評価による電池性能の向上が、

具体的にどのようなメカニズムによるのかは電気化学的測定だけでは明らか

にすることができない。そこで、本研究では XAFS 解析により活物質の劣化状

態を明らかにすることを目的とした。 

実験・解析方法 

 劣化試験前後のリン酸鉄リチウム正極について、SR センターBL-3 において

透過法による Fe K端 XAFS測定を行った。標準試料として電池組み込み前の正

極シート（LiFePO4）および充電後の正極（FePO4）についての測定も実施した。

得られた XAFSスペクトルの XANES領域のデータから Feの化学状態の判別を行

った。EXAFS振動の抽出およびフーリエ変換による動径構造関数の導出には解

析プログラム Athenaを使用した。 
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成果の概要 

 劣化前後についての XAFS スペクトルから、正極中の活物質は LiFePO4および

FePO4の和として再現可能な化学状態であることが明らかになった。また、劣化

試験により放電容量の低下が確認されており、XAFS 解析で得られた正極の化学

状態は矛盾しない結果となった。得られた結果をもとに、劣化のメカニズムに

ついての詳細な議論を行う。 

社会、経済への波及効果の見通し 

 本研究で得られた劣化後の電極状態に関する知見は、さらなる電池の高性能

化に向けた研究に大いに活用されると期待できる。 

     


